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(57)【要約】
【課題】　書籍等の被載置物を見栄えよく陳列すること
のできる仕切体及び棚を提供する。
【解決手段】　二つの側板と、背板とを備え、側板は、
被載置物に当接する当接部と、棚の支柱に取り付けるた
めの取付部を有し、背板は、左右に配置した側板間に架
設してある。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二つの側板と、背板とを備え、側板は、被載置物に当接する当接部と、棚の支柱に取り
付けるための取付部を有し、背板は、左右に配置した側板間に架設してあることを特徴と
する仕切体。
【請求項２】
　請求項１に記載の仕切体を備えることを特徴とする棚。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、書籍や、ＣＤ、ＤＶＤ等を陳列するための仕切体及び棚に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スチール製の支柱と棚板とから構成され、棚板の上下方向の位置を調節可能なスチール
ラック又は軽量ラックと称される棚がある。このような棚において、書籍やＣＤ等の被載
置物を見栄えよく陳列できるものが求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２０５０６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記実情に鑑み、書籍やＣＤ等の被載置物を見栄えよく陳列することのできる
仕切体及び棚を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のうち請求項１に記載の仕切体は、二つの側板と、背板とを備え、側板は、被載
置物に当接する当接部と、棚の支柱に取り付けるための取付部を有し、背板は、左右に配
置した側板間に架設してあることを特徴とする。
【０００６】
　本発明のうち請求項２に記載の棚は、請求項１に記載の仕切体を備えることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、左右に配置する二つの側板は、被載置物に当接する当接部と棚の支柱
に取り付けられる取付部を有するので、棚板に陳列した被載置物が棚板の左右端部から落
下することを防止する。また、左右の側板に架設される背板によって、被載置物の見付面
が同一面上に揃うので見栄え良く陳列することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第一実施形態の仕切体を示す平面図である。
【図２】第一実施形態の棚の正面図である。
【図３】棚板に被載置物を載せ、棚の内周側から見た側面図である。
【図４】（ａ）は背板の正面図、（ｂ）は第一実施形態の側板の斜視図である。
【図５】第一実施形態の側板を棚に取り付け棚の内周側から見た側面図である。
【図６】第一実施形態の仕切体に二つの背板を備えた際の要部の斜視図である。
【図７】第一実施形態の側板の支柱への取付部分を示す平面図である。
【図８】第二実施形態の仕切体を示す平面図である。
【図９】第二実施形態の側板の斜視図である。
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【図１０】第二実施形態の側板の支柱への取付部分を示す平面図である。
【図１１】（ａ）（ｂ）は、側板及び背板の他の実施形態例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。なお、以下において、図２のよ
うに棚を正面視した際の左右を左右方向とし、奥行き方向を前後方向とする。また、図１
のように棚を平面視した際に支柱４に囲まれた棚の内側の領域を内周側とする。
【００１０】
　本発明の仕切体１を取り付ける棚は、図２に示すように、スチール製の天板２と棚板３
と支柱４から構成されるものであり、上下方向に複数の棚板３が配置される。支柱４は、
図１における仮想線及び図７に示すように、断面形状が略Ｌ字状であり、四つの支柱４，
４，４，４は内角部分が棚板３の角部を覆うように配置してある。図６に示すように、支
柱４には上下方向に複数の取付穴４ａが設けてあり、天板２と棚板３は、支柱４の取付穴
４ａにネジ止めしてある。棚板３はいずれかの取付穴４ａにおいて支柱４にネジ止めする
ことができるため、被載置物の上下方向の寸法に合わせて棚板３の位置を調節可能である
。取付穴４ａは取り付ける部材によって異なる形状のものを設けてもよいが、例えば、同
一形状の取付穴４ａに棚板３及び仕切体１を取り付けてもよい。また棚は、図３における
下段のように前後いずれか一方側を載置部とするものでもよく、図３における上段及び中
段のように前後両側を載置部とするものでもよい。
【００１１】
　仕切体１は、棚板３の上部に位置し、棚板３の載置部を前後方向に仕切るためのもので
ある。図１に示すように、仮想線で示す棚の支柱４に取り付けられる二つの側板５と、側
板５，５間に架設される背板６とからなり、材質は問わないが平板材により形成してある
。
　背板６は、左右に配置した側板５，５に略垂直に架設され、棚板３の載置部を前後方向
に仕切る。図１及び図４（ａ）に示すように、棚板３の左右方向の寸法よりもやや短い長
さを有し、長手方向の両端部には鉤状の係合部６ａが設けてある。係合部６ａは図６に示
すように、後述する側板５の被係合部５ａに係脱自在である。背板６は、図３における下
段及び中段のように一つ備えてもよく、図３における上段のように被載置物の寸法に合わ
せて前後に複数備えてもよい。
　第一実施形態の仕切体１における側板５は、図１及び図４（ｂ）に示すように、棚板３
上の被載置物の側面に当接する当接部５１と、棚の支柱４に取り付けるための取付部５２
とからなる平面視略コ字状の部材である。具体的には、当接部５１は、棚の前後方向の寸
法よりもやや短い長さを有し、長手方向に複数の被係合部５ａが設けてある。被係合部５
ａの位置は、図３に示すように、大きさの異なる複数の被載置物の奥行寸法に合わせてあ
る。被係合部５ａは当接部５１の上部に切欠き状に形成されており、背板６の係合部６ａ
を引っ掛けることができる。取付部５２は、当接部５１の長手方向両端部から略直角に折
れ曲がり同一方向に延出しており、端部には支柱４の取付穴４ａへ係脱自在な鉤状の取付
片５ｂを備える。二つの側板５，５は、図５乃至図７に示すように棚板３の上部において
、長手方向を棚の前後方向と平行に、取付部５２を棚の外周側へ向くよう左右に配置し、
支柱４に設けた取付穴４ａに取付片５ｂを引っ掛けて棚に取り付ける。
【００１２】
　ここで、図７に基づいて、支柱４に対する側板５の構成をより詳しく説明する。側板５
の取付部５２は、前後二つの支柱４，４の見込面に設けた取付穴４ａに棚の内周側から取
り付けてある。取付部５２は折れ曲がり部から取付片５ｂまでの長さが、支柱４の見付面
の左右方向の幅に略等しく形成されており、前後の支柱４，４に側板５を取り付けて平面
視すると、支柱４の内周側の見込面４ｓと側板５の当接部５１の内周側見込面５１ｓが略
同一面上に位置する。
【００１３】
　このように構成した第一実施形態の仕切体１によれば、側板５は当接部５１と取付部５
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２とからなり、支柱４に取り付けられて左右に配置されるので、棚板３に載置した被載置
物の側面が当接部５１に当接し、被載置物が棚板３の左右端部から落下することを防止す
る。
　背板６は、左右の側板５，５間に架設されるため、棚板３に載置した被載置物の背面が
背板６に当接し、棚の前方に載置した被載置物が後方から落下することを防止する。
　また側板５には、背板６を架設するための被係合部５ａが長手方向に複数設けてあり、
背板６は側板５の被係合部５ａに係脱自在である。背板６の取り付け位置は、載置する被
載置物の奥行寸法に合わせて前後に調節可能であるため、同じ寸法の被載置物を棚板３に
陳列させた際に、被載置物の見付面が同一面上に揃うので見栄えが良い。棚板３毎に異な
る寸法の被載置物を陳列させた場合も、全ての被載置物の見付面を略同一面上に揃えるこ
とが可能である。
　仕切体１が複数の背板６を備える場合、例えば、側板５，５間に前後二つの背板６を取
り付けた場合は、被載置物の寸法に合わせて載置部を前後方向に仕切ることで、棚の前後
両側を載置部として用いることができる。この場合も、棚の前後両側において被載置物の
見付面を同一面上に揃えることができるので見栄えが良い。
　さらに、支柱４の内周側見込面４ｓと、側板５の当接部５１の内周側見込面５１ｓが略
同一面上に位置するため、棚板３に陳列した被載置物が支柱４の見付面に隠れることがな
く、例えば書籍の背表紙が支柱４に隠れることがないので実用性に優れる。
【００１４】
　続いて、図８乃至図１０に基づき、第二実施形態の仕切体１１と棚について説明する。
第一実施形態とは、棚板１３に対する背板１６の寸法と、棚の支柱１４及び側板１５の形
状が異なるが、その他の構成は同じである。
　背板１６は、棚板１３の左右方向の寸法と略同じ長さを有する。
　支柱１４は、断面形状が略コ字状であり前後の支柱１４，１４は開口部が対向するよう
に配置してあり、棚板１３と側板１５は、支柱１４の内周側見込面１４ｓに取り付けられ
る。
　側板１５は、第一実施形態と同様に棚板１３上の被載置物の側面に当接する当接部１５
１と、支柱１４に取り付けるための取付部１５２とからなる平面視略コ字状の部材であり
、当接部１５１は、棚の前後方向の寸法よりもやや短い長さを有し、長手方向に複数の被
係合部１５ａが設けてある。当接部１５１の長手方向両端部には略直角に折れ曲がり同一
方向に延出する取付部１５２が設けてあるが、取付部１５２は第一実施形態の側板５の取
付部５２のような折れ曲がり部から取付片５ｂまでの左右方向の長さを殆ど有することな
く、折れ曲がり部を含め取付部１５２自体が鉤状の取付片となっている。従って、図１０
に示すように、前後の支柱１４，１４に側板１５を取り付けて平面視すると、支柱１４の
内周側見込面１４ｓと、側板１５の当接部１５１の内周側見込面１５１ｓが略同一面上に
位置する。
【００１５】
　このように構成した第二実施形態の仕切体１１によれば、背板１６は棚板１３の左右方
向に亘っており、支柱１４の内周側見込面１４ｓと、側板１５の当接部１５１の内周側見
込面１５１ｓが略同一面上に位置するため、棚板１３上の載置部を広く確保することがで
き、その他第一実施形態と同様、被載置物の落下防止や、異なる寸法の被載置物を見栄え
よく陳列できるという作用効果を奏する。
【００１６】
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。仕切体の材質は特に限定されるものではな
く、例えばアルミニウム製、ステンレス製、スチール製、アクリル樹脂製や木製等、様々
な材質のものを用いることができる。そして、第一実施形態及び第二実施形態に示す平板
材に限られず、例えば図１１（ａ）に示すような丸棒や丸パイプ状の線材や、図１１（ｂ
）に示すような角パイプ材や角鋼材から形成されるものであってもよい。背板の係合部と
側板の被係合部の構成は、特に限定されない。側板の取付部は、支柱に取り付け可能なも
のであればよく、支柱の取付穴にネジ止めするものであってもよい。棚の支柱の断面形状
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はＬ字状や略コ字状に限られず、円形や矩形であってもよい。また、複数の棚を左右方向
に連結させてもよい。
【符号の説明】
【００１７】
　　　１，１１　　仕切体
　　　４，１４　　支柱
　　　５，１５　　側板
　　　６，１６　　背板
　　５１，１５１　当接部
　　５２，１５２　取付部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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